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技術相談 

提供可能技術： 

・ 

・ 

・ 

研究内容： 

これまで，“電荷密度波(CDW)”状態をしめす TaS3, NbS3 などを用いて微小な電気-機械振動素子（MEMS または

NEMS と呼ばれる）の研究を行ってきました。 

CDW は，異方的な電気伝導体特有のフェルミ面の不安定性(パイエルス不安定性)に起因して，電子密度とフォノン

がフェルミ波数の 2 倍の波数で周波数 0 の疎密波を作る巨視的量子状態です。CDW 状態では，電子密度が超格子構

造を組んだ電子結晶を作ります。電子結晶は，通常の固体結晶と同じく弾性や剛性が生じるため，電子物性と機械特

性の間に強い相互作用を持っていると期待されます。 

相互作用がより強い物質系を見つけることができれば，MEMS/NEMS を単純にかつ小型化・集積化でき，量子力学・

熱力学などの基礎物理の実験や，生体・医療への応用が考えられます。これまでに，図に示すような CDW ナノ振動子

を作成し，電子物性-機械特性間の相互作用の測定を行っています。 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 


